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仕事と子育ての両立を支援しようと平成4
年に施行された育児休業制度ですが、まだ浸
透には時間がかかっているようです。2年前
に行なわれた「第1回21世紀出生児縦断調査」
によると、第1子出産を契機に勤めを辞めた
女性が約7割にものぼっていて、その多くが
「育児の負担が大きいから」と答えています。
また、働いている親の育児休業取得率を見
ると女性の80.2％に比べ、男性は0.7％と極
めて低くなっていて、この原因として制度に
関心がないことがあげられますが、忙しくて
制度を取りにくい職場の雰囲気もあります。
調査によれば男性の場合、労働時間が週
60時間以上になると育児に参加する割合が
減少し始めていて、残念なことに子育て期が
最も労働時間が長くなっています。
このように育児期における父親の長時間労
働は、母親へ育児の負担や不安を一人で背負
わせてしまうことになり、また制度の定着を
遅くらせている原因にもなっています。男女
を問わず仕事と子育ての両立が早く実現する
ためには、より一層の制度周知と取得しやす
い社会全体の環境づくりが必要と言えます。

ご存じですよね 育児休業制度
もっともっと利用しましょう！

一緒に考えましょ！男女共同参画社会 一緒に考えましょ！男女共同参画社会 

＜第29回＞

立ち上がれ！バイオリサーチパーク⑳

新津市の人口

男 32,543 (＋ 7)
女 35,167 (＋ 4)
計 67,710 (＋11)
世帯数 21,565 (＋19)

6月中の動き
出生 33 死亡 46 転入132
転出108 結婚 28 離婚 9

平成15年6月30日現在（前月比） 前年同月比
(＋27)
(＋40)
(＋67)
(＋304)

地域交流講座 
「21世紀を創るバイオの世界」世紀を創るバイオの世界」 
地域交流講座 
「21世紀を創るバイオの世界」世紀を創るバイオの世界」 
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身近な自然 豊かなカルチャー


